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自：令和７年 ４月 １日 

至：令和８年 ３月３１日  

  

 

一般社団法人 高等教育コンソーシアム宮崎  

    



■ 事業の目的   

当法人は、宮崎県内の高等教育機関が相互に連携・協力し、県内高等教育全体の質的向上を推進す

ることにより、地域の教育・学術研究の充実・発展を図るとともに、魅力ある高等教育づくりと活力

ある地域づくりに貢献することを目的とする。 

 

■ 事業の報告  

１ 法人運営関係  

（１）会議・委員会の開催  

本法人の事業運営及び財務等に関する重要事項を審議するため、以下のとおり会議等を開催し

た。 

１）総会 

令和７年 ６月 30 日 （主要議題：令和６年度事業報告・決算及び監査結果について、後援名義

の使用許可に関する取扱要領について、シンポジウムの開催

について、ロゴマークの制定について（再審議）、ふるさと

納税を活用した寄附金の受け入れについて 他） 

 

２）理事会 

令和７年 ４月 30 日 （主要議題：企画・運営委員会の委員の選任について）※書面会議 

令和７年 ６月 13 日 （主要議題：令和６年度事業報告・決算及び監査結果について、後援名義

の使用許可に関する取扱要領について、シンポジウムの開催

について、ロゴマークの制定について（再審議）、ふるさと

納税を活用した寄附金の受け入れについて 他） 

令和７年 ８月 28 日 （主要議題：シンポジウムについて、謝金・旅費規則の制定について） 

           ※書面会議 

令和８年 ３月 24 日 （主要議題：令和８年度事業計画・予算・実施体制について 他） 

 

３）企画・運営委員会 

令和７年 ６月 ５日 （主要議題：令和６年度事業報告・決算及び監査結果について、後援名義

の使用許可に関する取扱要領について、シンポジウムの開催

について、ロゴマークについて、ふるさと納税を活用した寄

附金の受け入れについて 他） 

令和７年 ８月 １日 （主要議題：シンポジウムについて、謝金・旅費規則の制定について） 

令和８年 ３月 ３日 （主要議題：令和８年度事業計画・予算・実施体制について 他） 

 

４）学長等による検討会議 

令和８年 ３月 19 日 （主要議題：「地域構想推進プラットフォーム」構築等推進事業について） 

 

 ５）規則等の制定（括弧内は施行日） 

   ・後援名義の使用許可に関する取扱要項（令和７年６月３０日） 

   ・一般社団法人高等教育コンソーシアム宮崎 謝金規則（令和７年８月２８日） 

   ・一般社団法人高等教育コンソーシアム宮崎 旅費規則（令和７年８月２８日） 



２ 大学等連携推進業務関係 

（ⅰ）教育面に関すること 

【 県内高等教育機関相互の教育・研究における連携・協力 】 

１ FD 活動・SD 活動 

（１）趣旨 

県内高等教育機関で連携し、教育支援・学生支援等の質の向上を図る。 

 

（２）実施内容 

１）情報の提供・共有 

各機関の実践報告や全国の先進的な取り組みの紹介などをコンソーシアムの各機関へ情報提

供・情報共有を行った。 

 

２）各機関が実施している研修への相互乗り入れ 

各高等教育機関が単独で多様なプログラムを企画・実施することは負担が大きいため、宮崎大

学が実施する FD・SD 研修に、他機関の教職員が参加した。 

 

３）FD・SD 専門委員会の実施 

委員会を開催し、FD・SD 合同研修会の企画等を行った。 

第１回 令和７年 ７月 ４日（主要議題：令和７年度 FD・SD 合同研修会の企画について 他） 

第２回 令和７年 10 月 21 日（主要議題：令和７年度第２回 FD・SD 合同研修会について 他） 

研修

名 
テーマ･内容 対象 

実施

大学 
日時･場所 受講者 

FDSD

研修

会 

シラバスなど身近なところで進

める教育の内部質保証 

（高等教育コンソーシアム宮崎

共催） 

教職員 
宮崎

大学 

日時：令和７年７月 29 日 

会場：宮崎大学創立 330 記念

交流会館コンベンションホー

ル  

宮崎大学（44 名） 

宮崎公立大学（２名） 

南九州大学（１名） 

九州医療科学大学（２名） 

宮崎学園短期大学（７名） 

都城工業高等専門学校（１名）  

新規

採用

職員

研修 

コミュニケーションとレジリエ

ンス 

事務職員 

技術職員 

宮崎

大学 

日時：令和７年７月 28-29 日 

会場：宮崎大学附属図書館 

宮崎大学（13 名） 

宮崎公立大学（１名） 

南九州学園（１名） 

宮崎国際大学（３名） 

都城工業高等専門学校（４名） 

若手

職員

研修 

課題解決・発見 

事務職員 

技術職員 

主任 

係員 

宮崎

大学 

日時：令和７年９月 12 日 

会場：宮崎大学附属図書館 

宮崎大学（18 名） 

宮崎公立大学（１名） 

南九州学園（２名） 

宮崎国際大学（１名） 

九州医療科学大学（１名） 

都城工業高等専門学校（１名） 

係長

研修 
マネジメントの基本修得 

事務職員 

技術職員 

係長 

専門職員

主任 

宮崎

大学 

日時：令和７年 10 月 14 日 

会場：宮崎大学附属図書館 

宮崎大学（15 名） 

都城工業高等専門学校（１名） 



４）合同研修会の開催 
①第１回 FD・SD 合同研修会 

日 時：令和７年 10 月 21 日（火）15 時半～16 時半 
場 所：錦本町ひなたキャンパス レクチャールーム３・４ （オンライン併用） 
テーマ：発達障がい学生への対応（講師：宮崎県立看護大学 小河 一敏 氏） 

    合理的配慮を考える～発達障がい学生との３年間にわたる体験談を通して～ 
    （講師：宮崎大学 白上 努 氏） 
参加者：各構成機関の教職員 23 名 

【内訳】宮崎大学 ９名 
宮崎県立看護大学 ２名 
宮崎公立大学 １名 

南九州大学・南九州大学短期大学部 ２名 
宮崎産業経営大学 ２名 
宮崎国際大学 ２名 

九州医療科学大学 ２名 
宮崎学園短期大学 １名 
都城工業高等専門学校 ２名 

アンケート結果 
 
②第２回 FD・SD 合同研修会 

日 時：令和７年 12 月 10 日（水）15 時～16 時 
場 所：宮崎大学錦本町ひなたキャンパス 講堂 
テーマ：大学におけるデジタル教科書導入のリアル ～現場で起きた成果と課題～ 

講 師：札幌大学 地域共創教育センター開設準備室 専門員・特命准教授 
荒木 俊博 氏 

参加者：72 人 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート結果・チラシ 

 

③第３回 FD・SD 合同研修会 
公募型卒業研究テーマ事業における課題解決のふり返りを実施した。 
日 時：令和８年２月 20日（金）15 時～16 時 

開催形式：オンライン 
テーマ：公募型卒業研究テーマ事業における課題解決をふり返る 
参加者：47人  

【内訳】教員 16 名（宮崎大学 12名、南九州大学１名、宮崎国際大学２名、都城工業高等専門 
学校１名） 

   学生 13 名（宮崎大学９名、南九州大学２名、宮崎国際大学１名、都城工業高等専門 

学校１名） 
提案者 18 名 

   アンケート結果 

所属 教員 職員 計 

宮崎大学 8 10 18 

宮崎県立看護大学 3 2 5 

宮崎公立大学 1 3 4 

南九州大学 7 1 8 

宮崎産業経営大学 4   4 

宮崎国際大学 3 4 7 

九州医療科学大学 3 5 8 

南九州大学短期大学部 2 1 3 

宮崎学園短期大学 9 1 10 

都城工業高等専門学校 2 1 3 

放送大学宮崎学習センター 1 1 2 

計 43 29 72 



【 県内高等教育機関相互の教育・研究における連携・協力 】 

２ 単位互換事業  

大学間の相互の協力・交流・連携、並びに教育課程の充実や学生の幅広い視野の育成、学習意欲の

向上を目的として、各高等教育機関で開放される特色ある授業科目を受講し、所属機関の修得単位と

することができる単位互換事業を実施した。 

 

（１）コーディネート科目「宮崎の郷土と文化」 

１）趣旨 

宮崎県に関する特色ある講義を共同で開講し、学生の視野拡大、知識深化、学習意欲、郷土愛

の向上に資する。 

 

２）実施内容 

コーディネート科目「宮崎の郷土と文化」を宮崎県商工観光労働部長、宮崎市長、綾町ユネス

コエコパーク推進室、各高等教育機関の教員を講師として企画・実施した。 

 講義題目 講師名 講師所属 

1 宮崎の農業－そのあけぼのと歩み－ 宇田津 徹朗 宮崎大学 

2 若山牧水と日本の恋歌―短歌とクリスマス Jpop 中村 佳文 宮崎大学 

3 宮崎の地方創生と自治体政策の課題 桑野 斉 宮崎大学 

4 宮崎の狩猟文化を通して考える「はたらくこと」と「食べていくこと」 鈴木 良幸 宮崎大学 

5 安井息軒：宮崎が生んだ知の巨人 青山 大介 宮崎大学（広島大学） 

6 宮崎へのまなざし――「中央―地方」関係のなかで 倉 真一 宮崎公立大学 

7 郷土かるたの変遷に見るみやざきの新しい自画像 梅津 顕一郎 宮崎公立大学 

8 国名「日向」の由来－日本書紀・風土記の物語から－ 大館 真晴 宮崎県立看護大学 

9 地域資源を活用した食品開発（水産物を中心として） 矢野原 泰士 南九州大学 

10 日本・宮崎にあるキャラ文化＆ローカルブランディング 

Character culture and local branding in Miyazaki and Japan 

オチ デボラ 宮崎国際大学 

11 保存されない文化財、失われる宮崎の記憶－近年の調査から－ 山内 利秋 九州医療科学大学 

12 宮崎を舞台とした神話と史実 田村 理恵 都城工業高等専門学校 

13 みやざきの更なる飛躍に向けた挑戦 

～安心と希望、活力に満ちた未来へ～ 

児玉 浩明 宮崎県商工観光労働

部長 

14 郷土の偉人に学ぶ、宮崎と医学の歴史 清山 知憲 宮崎市長 

15 ユネスコエコパークのまち綾町のこれまでとこれから 河野 円樹 綾町ユネスコエコパ

ーク推進室 

 

３）実施期間（配信期間） 

令和７年 11 月５日（水）～令和７年 12月９日（火） 

 

４）実施方法 

オンライン配信により実施 

 

５）参加学生数 

計 207 名【内訳】宮崎大学 199 名 

宮崎公立大学 ２名 

宮崎産業経営大学 ３名 

南九州短期大学 ３名 



（２）金融リテラシー講座 

１）趣旨 

本科目は、宮崎県金融広報委員会、日本銀行宮崎事務所と宮崎大学との連携によって行われる

寄附講義である。本科目では、金融・経済に関するリテラシーを受講生が確保し、大学生活はも

とより卒業後の将来設計を主体的に構想し、その実現に向けて積極的・具体的な行動を図ること

ができるためのプログラムを、宮崎県金融広報委員会、日本銀行宮崎事務所のご協力をいたただ

き提供する。金融・経済・行政の第一線で活躍されている実務家の方を毎回講師としてお招き

し、実践的な金融・経済のリテラシーの修得を目指す。なお、本科目は、令和８年度よりコーデ

ィネート科目として開設する予定として、令和６年度から引き続き令和７年度もその準備段階と

してプレ講義の形として開講した。 

 

２）実施内容 

 

３）実施期間 

令和７年 10 月７日（火）～令和８年１月 27日（火）【計 15 回】 

 

４）実施方法 

宮崎大学生は単位認定科目として対面受講。宮崎大学以外の学生は単位認定をしない聴講学生

（プレ講義）としてオンデマンド形式により受講。 

 

５）参加学生数 

計 262 名【内訳】 宮崎大学 248 名 

宮崎学園短期大学 14 名 

 講義／講演 講師・題目 

1 オープニング講演 宮崎大学地域資源創成学部 杉山教授「通貨からみた金融」 

2 講演 日本銀行宮崎事務所 藤江所長（宮崎県金融広報委員会 副会長） 

「金融リテラシー講座の目的と構成 等」 

3 講義 J-FLEC（金融経済教育推進機構）認定アドバイザー「ライフプランを描く」 

4 講義 J-FLEC（金融経済教育推進機構）認定アドバイザー「お金を借りる」 

5 講義 J-FLEC（金融経済教育推進機構）認定アドバイザー「お金を増やす」 

6 講演 独立行政法人日本貿易振興機構 相原所長「宮崎発 海外ビジネス」 

7 講演 宮崎財務事務所 石川所長（宮崎県金融広報委員会 副会長） 

「財務省九州財務局・財務事務所の業務について 等」 

8 講義 日本損害保険協会九州支部 山田事務局長代理「リスクに備える（損害保険）」 

生命保険協会宮崎県協会 権田事務局長「リスクに備える（生命保険）」 

9 講演 宮崎県  河野知事（宮崎県金融広報員会 会長）「宮崎県の未来を考える」 

10 講義 J-FLEC（金融経済教育推進機構）認定アドバイザー「社会保障を知る」 

11 講演 宮崎県警察本部  髙井本部長「宮崎県の治安の状況と警察の活動」 

12 講義 宮崎大学地域資源創成学部 坂本講師「税を知る」 

13 講義 J-FLEC（金融経済教育推進機構）認定アドバイザー「トラブルに強くなる」 

14 講演 宮崎銀行 取締役頭取 杉田頭取（宮崎経済同友会） 

「地方銀行の役割とサステナビリティの取り組み」 

15 総括講義 日本銀行宮崎事務所 藤江所長（宮崎県金融広報委員会 副会長） 

「みやざきの未来・皆さんの未来 等」 



３ 連携開設科目の開講と運営  

SPARC 事業において、以下の連携科目を開設した。また、令和８年度開講の連携開設科目につい

て、科目開講の審議を行った。 

 

【令和７年度 連携開設科目一覧】 

参加大学：宮崎大学、南九州大学、宮崎国際大学、宮崎学園短期大学（SPARC） 

連携開設科目名 開設大学 

受講人数 

宮

崎

大

学 

南

九

州

大

学 

宮

崎

国

際

大

学 

宮

崎

学

園

短

期

大

学 

1 地域キャリアデザインⅠ（キャリア） 宮崎大学  946 98  39 

2 地域キャリアデザインⅠ（地域） 宮崎大学 126    

3 地域キャリアデザインⅠ（プロジェクト設計） 宮崎大学 31    

4 地域キャリアデザインⅠ（国際） 宮崎大学 41    

5 統計学の基礎 宮崎大学  77  5 

6 物理学の基礎 宮崎大学  1   

7 金融リテラシー講座 宮崎大学 248   14 

8 教養ドイツ語Ⅰ 宮崎大学 76    

9 教養ドイツ語Ⅱ 宮崎大学 90    

10 教養フランス語Ⅰ 宮崎大学 20    

11 教養韓国語Ⅰ 宮崎大学 72    

12 教養韓国語Ⅱ 宮崎大学 81    

13 日向神話と神楽 宮崎大学     

14 「短歌県みやざき」ことばの力と牧水入門 宮崎大学 96    

15 亜熱帯薬食資源 宮崎大学 90    

16 薬食同源学入門 宮崎大学     

17 生活デザイン・ものづくり概論 宮崎大学     

18 製品開発・ものづくり概論 宮崎大学     

19 健幸予防医学 宮崎大学 100    

20 プレゼンテーション技法 宮崎大学     

21 ICT を用いた言語・文化コミュニケーション基礎 宮崎大学 3    

22 英語で学ぶ 21 世紀における国際的な GX の取り組み (米) 宮崎大学 4    

23 英語で学ぶ 21 世紀における国際的な GX の取り組み (韓) 宮崎大学 6    

24 英語で学ぶ 21 世紀における国際的な GX の取り組み 宮崎大学 38  1 2 

25 コミュニケーション英語１ 宮崎国際大学   9  

26 コミュニケーション英語２ 宮崎国際大学   13  

27 コミュニケーション英語３ 宮崎国際大学     

28 英語文学Ａ 宮崎国際大学 2  19  

  



【 県内高等教育機関の教職員・学生の交流 】 

４ 学生インターゼミナール事業  

（１）趣旨 

異なる分野の学生や教員が集まり、１つのテーマについて、様々な観点から議論することで、

見識を深め、新しいアイデアを共有する場を提供。他大学や他領域の学生と交流を深め、相互に

刺激し合い、学生の主体的な学び・研究・課外活動への意欲向上に繋げる。 

 

（２）実施内容 

高校生約 200 名（高鍋高校、小林高校、日南高校の１、２年生）が、20 グループに分かれて、

２年生による探究活動のポスター発表と、それに対する評価を行う。大学生等は、探究の延長で

ある研究を行っている立場から各グループの発表・評価に参加し、意見交換を通じて、高校生へ

のアドバイスを行うとともに、自身の研究に対する振り返りや交流の場とする。参加大学生は、

各高校から OB・OG の参加を募り、コンソ事務局からも案内を行った。 

○日 時：令和８年３月７日(土) 10 時～12 時 

○場 所：南九州大学 

○参加者：大学生７名、高校生約 200 名（小林高校、高鍋高校、日南高校） 

 

【 県内高等教育機関と地域・企業等との交流及び連携 】 

５ 公募型卒業研究テーマ事業  

（１）趣旨 

参加機関の学生が、卒業研究で地域の企業・地方公共団体等が抱える実際の問題に取り組む。

成果として、知識の移転による社会貢献とともに教育上の大きな効果がある。研究成果は報告書

と研究成果発表会によって公表する。 

 

（２）実施内容 

研究テーマの公募と担当者とのマッチング、提案者の協力の下での卒業研究の推進、研究支

援、研究成果の公表（成果発表会）を実施した。 

また、事業成果を高めるため、事業に取り組むテーマ提案者と担当教員、担当学生を集め、プ

ロジェクトの進め方等を協議する「採択テーマ関係者ミーティング」や、進捗状況に関するアン

ケート、事業終了後の事後アンケートを実施し、更なる事業の充実、実施件数の増加に繋げるた

めの検討を行った。 

 

【スケジュール】 

令和６年 10 月～令和７年 11月  テーマ募集 

令和６年 12 月～令和６年 ３月  マッチング 

令和７年 ４月～        卒業研究の取組開始 

令和７年 ４月         第１回採択テーマ関係者ミーティング 

令和８年 ２月         研究成果発表会 

令和８年 ２月         第２回関係者ミーティング 

 

【採択件数等】 

 応 募 件 数：43 件（新規 29件・継続 14 件／企業 20件・自治体団体 23件） 

 採 択 件 数：31 件（新規 17件・継続 14 件／企業 12件・自治体団体 19件） 

 不採択件数：12件 

 取組み大学：宮崎大学、南九州大学、宮崎国際大学、都城工業高等専門学校 



１）第１回採択テーマ関係者ミーティング 

提案者、学生、教員間で、目標及び今後の進め方を共有する目的で開催。 

○日 時：①４月 22 日（火）16 時～17 時 

②４月 25 日（金）14 時～15 時 

③４月 28 日（月）16 時～17 時 

   ○開催形式：オンライン 

○参加者：提案者 25 名 担当教員 21 名 学生 18 名 

 

２）研究成果発表会 

学生が研究成果を口演またはポスター形式で発表した。 

○日 時：令和８年２月 19 日（木）12時～17 時 15 分  

○会 場：宮崎大学 創立 330 記念交流会館コンベンションホール（オンライン併用） 

○発表数：口演発表   15 件（プレゼン 10 分・質疑５分） 

ポスター発表 16 件 

○参加者：184 名 

【内訳】対面 148 名、オンライン 36 名 

提案者 40 名、教職員 60名、学生 58 名、一般 26名 

 

最優秀賞１件（口演発表） 

【発表者】宮崎大学 工学部工学科土木環境工学プログラム ４年 高野 紗羽 

【提案者】九州電力株式会社 宮崎支店 技術部 

【テーマ】CFRP を用いたダム洪水吐ゲートの補強効果に関する研究 

ベストポスター賞１件（ポスター発表） 

【発表者】宮崎大学 工学部工学科電気電子工学プログラム ４年 福田 光子郎 

【提案者】九州電力送配電株式会社 

【テーマ】コイル間の距離変化による電力低下を回復するワイヤレス給電装置の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果 

 

３）第２回関係者ミーティング 

 １ FD 活動・SD 活動 ４）合同研修会の開催 ③第３回 FD・SD 合同研修会 に同じ 

ポスター発表 

最優秀賞（口演発表） ベストポスター賞（ポスター発表） 

口演発表 



６ 産業界との連携事業  

（１）趣旨 

高等教育機関で育成する人材像に関する意見交換、そのための協力関係の強化等について、県

内の産業界と定期的な協議の場を持ち、連携強化を目指す。 

 

（２）実施内容 

SPARC 学位プログラム等企画・運営委員会や産業人財育成プラットフォーム幹事会や、全体会等

において、産業界との意見交換を行ったほか、シンポジウムを宮崎県内の教育関係者及び産業界

等も対象に開き、県内高等教育に関する理解促進を図った。 

 

【 県内高等教育機関と初等・中等教育との連携 】 

７ 初等中等教育との連携事業  

（１）趣旨 

県内の高校生、保護者、高等学校に宮崎県内の高等教育機関の魅力を伝える、あるいは高校の

探究学習の教育効果を高める等々の観点から、コンソーシアムとしての情報発信やインターゼミ

ナールとの連携など、初等中等教育との様々な形での連携強化を目指す。 

 

（２）実施内容 

県内の中高校生、保護者に宮崎県内の高等教育機関の魅力を伝える、及び高校の探究学習の教

育効果を高める等の観点から、シンポジウムやインターゼミナールを実施した。 

また、初等中等教育機関との連携強化に向けたＷＧを設置し、令和８年度以降の初等中等教育

機関との連携強化に向けた取り組みについて、検討を行った。 

８月27日 令和７年度第１回初等中等教育機関との連携強化に向けたＷＧ 

９月４日～10月２日 県内市町村教育委員会等への連携強化に向けたヒアリング 

（小林商工会議所、五ヶ瀬町・西都市・新富町・延岡市教育委員会） 

11月４日 令和７年度第２回初等中等教育機関との連携強化に向けたＷＧ 

12月５日 西都市教育委員会、西都市校長会との意見交換 

１月15日 初等中等教育機関との連携強化に係る有識者会議 

     （西都市教育委員会教育長、宮崎学園中学校・高等学校校長、宮崎東中学校校長、宮崎

県PTA連合会会長、宮崎県教育庁義務教育課課長） 

２月20日～26日 令和７年度第３回初等中等教育機関との連携強化に向けたＷＧ（メール会議） 

 

【 県内高等教育機関の国際交流の促進 】 

特になし 

 

【宮崎県の高等教育環境の情報発信】 

８ 情報発信事業  

（１）趣旨 

高校生、初等中等教育学校の教員、保護者、企業・自治体、学生等を対象に、県内高等教育機

関の魅力やその取組、本コンソーシアムの連携事業の魅力を発信することは重要であることか

ら、情報発信力の強化に取り組む。 

 

（２）実施内容 

１）ホームページでの情報の発信 

本コンソーシアムのセミナー・イベント、構成機関や関係団体等が実施するセミナー・イベン

ト等について、ホームページで情報発信した。（HP：https://www.consortium-miyazaki.jp/） 

 

２）ロゴマークの作成 

ロゴマークを作成し、ウェブサイトや各種印刷物に掲載し、広く周知を図った。 

 

https://www.consortium-miyazaki.jp/


３）シンポジウムの開催 

宮崎県内の中高生・保護者・教育関係者・産業界等を対象に、高等教育機関、高校、そして社

会が連携し、宮崎の発展を担う人材をともに育成していくための重要性について発信するため、

シンポジウムを開催した。また、本法人の加盟高等教育機関の紹介ブースを出展し、中高生や保

護者へ広報を行った。 

  ○日 時：９月 20日（土）13時～16 時 10 分 

○場 所：宮崎観光ホテル 

○テーマ：「高校・大学・社会で育てる宮崎の地域活性化人材」 

○参加人数：131 名 

（対面参加者99名） 

中学生  ：７名 

高校生  ：30名 

大学生  ：６名 

保護者  ：19名 

高校教員 ：４名 

大学教職員：29名 

自治体  ：３名 

その他  ：１名 

（オンライン参加者32名） 

高校生  ：15名以上 

開催報告HP・アンケート結果 

 

４）名義の使用許可に関する要項の制定 

宮崎県内の産学金労官を対象とした連携強化に資するイベントや、中高生・保護者・教員等を

対象に高等教育機関の魅力発信に資するイベント等に対して、名義の使用を許可するため、「後援

名義の使用許可に関する取扱要領」を制定した。 

 

５）その他 

第 22回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム（2025 8/30-31）にて、「共創で描くリカ

レント教育の未来～共に学び・共に地域を創る場をどのようにして構築するか～」をテーマに分

科会を出展し、大学コンソーシアムだから取り組めるこれからのリカレント教育について意見交

換を行った。また、ポスターセッションに参加し、本法人の紹介及び他コンソの情報収集を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）研究面に関すること 

【 県内高等教育機関相互の教育・研究における連携・協力 】 

５ 公募型卒業研究テーマ事業 【再掲】 

 

（ⅲ）大学運営等に関すること 

    特になし 



（ⅳ）その他 

【 その他当法人の目的達成に必要な事業 】 

宮崎・学生ビジネスプランコンテスト  

 

（１）概要 

テレビ宮崎、宮崎銀行、宮崎大学が主催。宮崎県内の大学・短大・高専生を対象とし、学生が

ビジネスプランをつくりプレゼンし、その新規性や実現可能性、表現力を競うコンテスト。 

本コンソーシアムでは、後援機関として、各機関の学生への周知活動等を行った。 

 

（２）スケジュール 

募集期間     令和７年 ４月 15 日～７月 ４日 

１次審査     令和７年 ７月 ８日～７月 15日 

２次審査     令和７年 ８月 27 日 

決勝プレゼン審査 令和７年 10 月 ４日 

 

（３）応募状況（シード含む）  

７校 27 組（51 名） 

宮崎大学（25名）、宮崎産業経営大学（１名）、宮崎公立大学（４名） 

宮崎国際大学（２名）、都城工業高等専門学校（17 名） 

九州大学（１名）、立命館大学（１名） 

※今年度より、宮崎県内の高等教育機関で実施されている単独ビジコンの上位入賞者へ、 

２次審査または決勝プレゼンテーションへのシード権を付与する 

 

（４）アントレプレナーシップ教育講座 

コンテストまでの約６ヶ月間で、「アントレプレナーシップ教育講座」（チームビルディング、

資料・動画公開、プラン to ビジネス、ビジコン合宿、プレゼン力向上講座、プレゼン練習会等）

を提供し、学生の起業家精神の成長のサポートを実施。 

【参加者数 ※延べ】 

５校（289 名） 

宮崎大学（264 名）、宮崎公立大学（6名）、宮崎産業経営大学（７名）、宮崎国際大学（５名） 

都城工業高等専門学校（７名） 

 

（５）決勝プレゼン審査 

   ○観覧者数 228 人 

   ○グランプリ 

プロジェクト名：剪定ロボット開発班～南国リゾートの景観を守る～ 

発表学生：都城工業高等専門学校 機械電気工学専攻 ２年 坂本真偉夢 

１年 瀬戸山悠貴 

                   機械電気工学科 ３年 大薗嘉友、髙森来時 
▼県内学生がともに学ぶ教育講座の様子   ▼学生プレゼンテーションの様子       ▼決勝プレゼンテーションの集合写真 

 

 

 

 

 



インターンシップ参加企業支援事業（宮崎県産業人財育成プラットフォーム） 

 

（１）概要 

宮崎県産業人財育成プラットフォームが実施する事業。 

学生の県内企業への就職・定着に繋げることを目的とし、県内に質の高いインターンシップを

実施する企業を増やすため、セミナーやコーディネーターの伴走を通して企業支援をする事業。 

本コンソーシアムでは、各機関の学生への周知やインターンシップ担当教職員へ情報共有を行

った。 

 

（２）実施内容 

セミナー等 内容 

インターンシップ活用セミナー インターンシップの概要や実施方法等に関する企業向けセミナーを

県内７地区で実施。77 社 95 名参加。 

コーディネーターによる 

伴走支援 

上記セミナー参加企業でインターンシップを希望する企業に、コー

ディネーターがプログラム策定や学生募集、関係書類の作成等を支

援するとともに、学生とのマッチング後は計画に沿った事業の進行

管理や各種相談対応、実施後の振りかえり等の取組みを伴走支援。

17 社支援。うち４社に対して学生８名マッチング。 

インターンシップ成果報告会 伴走支援を受けた受入企業、参加学生それぞれが実施状況（課題や

反省点、実施効果等）を好事例として発表し、発表会に参加した一

般企業への横展開を実施。 

一般参加 21 社 24 名。 

宮崎版インターンシップのあり

方検討会議 

過去の好事例を共有しながら、今後の本県でのインターンシップの

あり方等について、学生や受入企業、大学、行政・関係団体等の全

26 名の参加で意見交換を実施。 

 

（３）参加企業数 

   120 社 

 ▼インターンシップ活用セミナーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼成果報告会の様子 

 

 

 

  

 

 

 

 



カジュアルトーク（宮崎県産業人財育成プラットフォーム） 

 

（１）概要 

宮崎県産業人財育成プラットフォームが実施する「カジュアルトーク」は、県内企業等と県内

学生・高校生がフランクに意見交換するなど、就職活動の前段階として交流できる機会を創出す

る事業で、高校生・学生の県内進学・就職の促進に資する。 

本コンソーシアムでは、各機関の学生への周知を行った。 

 

（２）実施テーマ（主な参加者） 

  ・福祉・保健系企業等                  （九州医療科学大学） 

  ・ＪＡみやざきグループ企業見学バスツアー         （南九州大学・宮崎大学農学部） 

  ・県北企業                      （宮崎大学各学部） 

  ・ＩＴ企業、機器メーカー                （宮崎大学工学部） 

  ・農業女子                      （宮崎農業高校、宮崎大学農学部） 

  ・上場企業                      （宮崎大学各学部） 

  ・メディア系企業見学バスツアー                    （宮崎産業経営大学、宮崎公立大学） 

 

（３）参加者数   

約 169 名 

【内訳】 

大学 ５校 160 名 

（宮崎大学 108 名、九州医療科学大学 39 名、南九州大学６名、宮崎産業経営大学６名、 

宮崎公立大学１名） 

高校 １校 ９名 （宮崎農業高校） 

 

（４）参加企業数 

   29 社 

 

▼カジュアルトークの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 


